ボイジャーの道 by 倉谷 寛
今年の 8 月25 日、ボイジャー 2 号はその大き
な役割を果して太陽系からはるかな宇宙へと旅
立ちました。 197 年 8 月 20 日に地球を出発した
この惑星探査機は 79 年に木星、 81 年に土星、 86
年に天王星、そして今年 8 月、地球から 71 億キ
ロの距離を飛行して海王星にたどり着いたのでした。ボイジャーか
ら送られて来たこれらの惑星や、その衛星の鮮明な映像と数多くの
観測データは、人類が初めて経験した駕きと感動の記録でした。こ
れによって、太陽系についての考え方も大きく書きかえられること
になったので・ す。 ＼ポイジャー 1 号
ポイジャーの飛行コース （接近天体と年月）
このポイジャーの大航海計画は、まずフライトス
ケジュールの作成という作業から始められました。 て
木星から始まって土星、天王星を訪ねながら海王星
までボイジャーを到達させるために、コンピュータ
による何千通リの航行コースが考えられました。そ
の中から最も優れたコースを選び出す作業が続けら
ポイジャー 2 牙
れたのです。飛行方法は、 「フライバイ航法」といって、惑星の大
きな引力を利用してさらに次の目標へ向かうために飛1テコースを変
更するとともに、スピードアップも行うという面白い航法が使われぐ
ました。それぞれの惑星とそのまわりをまわる衛星も調査するとな ．；:．
ると、高度な軌道計算と遠い宇宙間通信技術が必要ーです。 しかし、 } 
これは人間の努力によって解決する方法があるのですが、フライバ ・
イ航法での大航海計画を可能にするもっとも重要なことは、各惑星
のお互いの位置の条件でした。これだけはチャンス到来を待っしか ・';'
海王星と四つの惑星をねら溶
うとなると、惑星相互の位置関係から選択の幅が限られてくること
になります。一度探査のチャンスを逃すと再び各惑星が探査に適し
た位置関係に戻ってくるまでには膨大な年月がかかることになりま
す。計算では、 176 年に一度のチャンスです。ボイジャー計画は、
このようなチャンスを生かすために行われた大計画だったのです。
海王星通過後、ボイジャー 2 号は秒速20 キロメートルのスピード
で太陽系を脱出しました。そして今、大犬座のシリウス星に向かつ
ています。一方、 1 号の方は 1980 年に土星を離れてから、 2 号とは
反対方向のこと座のベガ星に向かって飛んでいます。ボイジャーは、
太陽系から離れながらも、積んでいる原子力電池はこの後30 年間慟
き続けますので、その間に太陽系空間の観測を続けます。 しかし、
その後は全く交信できなくなってしまい、広い宇宙の大海原を気の
遠くなる長い時間、孤独な旅を続けるわけです。
この探査機には地球からのメッセージが託されています。いつの
日か、それは何十万年、あるいはもっともっと後かも知れませんが、
どこかの星の住人がこれを拾って、太陽系第3 惑星「地球」の住人
からのメッセージを解読してくれるかも知れません。 （倉谷 寛）
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